
日本における人文地理学の研究
――フィールドワークを重視した研究に注目して――
An analysis on Human Geographical studies in Japan
―Field Work―
河原　都（京都発明大学・院）

KAWAHARA Miyako（Kyoto Hatsumei Univercity）
キーワード：人文地理学，フィールドワーク，日本
Keywords：human geography, field work, Japan
はじめに


　B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。また毎年第3号の「展望」は，「学界展望」として，前年における人文地理学の動向を分野ごとにレビューするもので，他誌にはない特徴として好評です。

大会・例会・研究部会と公開セミナーの開催　大会は，毎年11月に開催されます。2日間にわたって特別研究発表，一般研究発表，ポスター研究発表，研究部会，総会，懇親会などが催され，350名を超える参加者が一堂に会する学会最大の行事です。3日目にはエクスカーションが行われます。

例会は，4月，6月の，原則として第3土曜日に開催されます。6月は特別例会として近畿地方以外で開催され，2日目にはエクスカーションも実施されます。研究部会は現在，「歴史地理」「地理思想」「都市圏」「地理教育」「政治地理」の5部会が置かれ，それぞれ年数回の研究集会が開催されています。

なお，学会の枠を越えて広く地理学の交流をはかるために，10月には高校教員および社会人を対象にした「公開セミナー」を開催しています。
Ⅰ．会誌『人文地理』の編集・発行
　B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。また毎年第3号の「展望」は，「学界展望」として，前年における人文地理学の動向を分野ごとにレビューするもので，他誌にはない特徴として好評です。

　大会は，毎年11月に開催されます。2日間にわたって特別研究発表，一般研究発表，ポスター研究発表，研究部会，総会，懇親会などが催され，350名を超える参加者が一堂に会する学会最大の行事です。3日目にはエクスカーションが行われます。

例会は，4月，6月の，原則として第3土曜日に開催されます。6月は特別例会として近畿地方以外で開催され，2日目にはエクスカーションも実施されます。研究部会は現在，「歴史地理」「地理思想」「都市圏」「地理教育」「政治地理」の5部会が置かれ，それぞれ年数回の研究集会が開催されています。

なお，学会の枠を越えて広く地理学の交流をはかるために，10月には高校教員および社会人を対象にした「公開セミナー」を開催しています。

Ⅱ．大会の開催
　B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。また毎年第3号の「展望」は，「学界展望」として，前年における人文地理学の動向を分野ごとにレビューするもので，他誌にはない特徴として好評です。

大会は，毎年11月に開催されます。2日間にわたって特別研究発表，一般研究発表，ポスター研究発表，研究部会，総会，懇親会などが催され，350名を超える参加者が一堂に会する学会最大の行事です。3日目にはエクスカーションが行われます。

例会は，4月，6月の，原則として第3土曜日に開催されます。6月は特別例会として近畿地方以外で開催され，2日目にはエクスカーションも実施されます。研究部会は現在，「歴史地理」「地理思想」「都市圏」「地理教育」「政治地理」の5部会が置かれ，それぞれ年数回の研究集会が開催されています。

なお，学会の枠を越えて広く地理学の交流をはかるために，10月には高校教員および社会人を対象にした「公開セミナー」を開催しています。
Ⅲ．例会の開催
　B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。また毎年第3号の「展望」は，「学界展望」として，前年における人文地理学の動向を分野ごとにレビューするもので，他誌にはない特徴として好評です。

大会は，毎年11月に開催されます。2日間にわたって特別研究発表，一般研究発表，ポスター研究発表，研究部会，総会，懇親会などが催され，350名を超える参加者が一堂に会する学会最大の行事です。3日目にはエクスカーションが行われます。

例会は，4月，6月の，原則として第3土曜日に開催されます。6月は特別例会として近畿地方以外で開催され，2日目にはエクスカーションも実施されます。研究部会は現在，「歴史地理」「地理思想」「都市圏」「地理教育」「政治地理」の5部会が置かれ，それぞれ年数回の研究集会が開催されています。

なお，学会の枠を越えて広く地理学の交流をはかるために，10月には高校教員および社会人を対象にした「公開セミナー」を開催しています。B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会誌『人文地理』の編集・発行

Ⅳ．研究部会と公開セミナーの開催
　B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。また毎年第3号の「展望」は，「学界展望」として，前年における人文地理学の動向を分野ごとにレビューするもので，他誌にはない特徴として好評です。

大会は，毎年11月に開催されます。2日間にわたって特別研究発表，一般研究発表，ポスター研究発表，研究部会，総会，懇親会などが催され，350名を超える参加者が一堂に会する学会最大の行事です。3日目にはエクスカーションが行われます。

例会は，4月，6月の，原則として第3土曜日に開催されます。6月は特別例会として近畿地方以外で開催され，2日目にはエクスカーションも実施されます。研究部会は現在，「歴史地理」「地理思想」「都市圏」「地理教育」「政治地理」の5部会が置かれ，それぞれ年数回の研究集会が開催されています。

むすびに代えて
B5判，約100ページのものが年6冊，隔月に刊行されます。編集委員会による審査論文である「論説」「展望」「研究ノート」のほかに，大会の「特別研究発表要旨」，例会・研究部会の「発表要旨」，地理学ウィーク・公開セミナーの記録である「フォーラム」，さらに「文献解題」なども掲載され，学界の最新動向を知ることができます。近年は学会活動の国際化を進めており，欧文論文も掲載しています。他誌にはない特徴として好評です。
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